
 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

７３１治体 

 （2025年９月２７日) 

■ 阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野市

議会、摂津市議会、高石市議会、

２
０
２
１
年
１
月
２
２
日
に
発
効
し
た
核

兵
器
禁
止
条
約
は
、
現
在
署
名
９
５
、
批

准
７
４
の
国
・
地
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

署
名
が
あ
と
２
つ
増
え
れ
ば
、
国
連
加
盟

国
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
は
世
界
の
多
数

派
で
あ
り
、
人
類
全
体
の
普
遍
的
な
課
題

で
す
。 

日
本
は「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
」と
言
い

な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の「
核
の
傘
」に
入
り
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し
続
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に

核
兵
器
を
使
う
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練

ま
で
し
て
い
ま
す
。 

第
８
０
回
国
連
総
会

で
演
説
し
た
石
破
茂
首
相
は
、「
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
核
を
含
む
拡
大
抑
止
は
必
要
だ
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で
、

い
ざ
と
な
れ
ば
広
島
、
長
崎
の
地
獄
を
繰

り
返
す
こ
と
を
前
提
と
す
る
拡
大
抑
止

＝
核
兵
器
使
用
を
絶
対
視
す
る
石
破
首

相
の
姿
勢
は
被
爆
者
へ
の
裏
切
り
で
す
。

日
本
の
周
辺
で
緊
張
が
激
化
し
て
い
る
時

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
は
戦
争
放
棄
の
憲
法

条 

を
持
つ
国
と
し
て
平
和
外
交
に
徹
し
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
し
て
核

兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
す
。 

「
日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・

批
准
を
」
と
求
め
る
署
名
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。 
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☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

２０２５年９月２２日の到達 １４５,９９７筆  

大阪原水協は、毎月２２日を集約日としています。 

各団体・地域原水協・個人より報告をお願いします。 

報告は、FAX及びメール、署名の郵送等でお願いします。 

 

」 

核兵器禁止条約に新たにキルギス共和国が 

署名し 95か国、ガーナが批准し 74か国に 

２０２５年１０月 ６日                                           第９８１号 

２
０
２
５
年
９
月
２
６
日
、
核
兵
器
全
面
廃

絶
の
た
め
の
国
際
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
新
た
に
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
が

署
名
し
て
９
５
か
国
に
、
ガ
ー
ナ
が
批
准
し

て
７
４
か
国
と
な
り
ま
し
た
。 

被
爆
８
０
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

後
の
情
勢
は
、「
非
核
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
発
展
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
い
ま
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
自
民
党
総
裁
選
で
も
、
横

暴
な
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
追
随
や
改

憲
、
日
本
で
働
く
海
外
の
人
た
ち
へ
の
排
外

主
義
な
ど
、
平
和
と
民
主
主
義
の
破
壊
は

と
ど
ま 

り
ま
せ
ん
。 

新
「
非
核
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
（
核
兵
器
禁
止
条
約
）
へ
の
日
本
の
参

加
を
掲
げ
、
国
民
世
論
と
共
同
の
力
で
核

兵
器
の
廃
絶
と
平
和
へ
、
こ
れ
ま
で
の
と
り

く
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
１
０
月
の
国

連
総
会
の
軍
縮
審
議
、
来
年
１
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
発
効
５
周
年
、
被
災
７
２
年
３
・１
ビ
キ
ニ

デ
ー
、
第
１
１
回
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
（
４

月
）
、
８
月
の
原
水
爆
禁
止
２
０
２
６
年
世

界
大
会
、
そ
し
て
２
０
２
６
年
１
１
月
、
国
連

と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
全
世
界
の
政

府
、
市
民
社
会
の
運
動
が
協
力
し
て
と
り

く
む
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
第
１
回
再
検
討
会
議
に
向
か

っ
て「
非
核
日
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
新
た
な

と
り
く
み
を
た
だ
ち
に
開
始
し
ま
し
ょ
う
。 

 

核兵器は安全保障をもたらさない 



 

 

 

                                  

 

 

 

 

を
の
願
い
を
広
げ
る
た
め
に
運

動
を
支
え
広
げ
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
。
ま
た
、
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
募
金
で
カ
レ
ン
ダ
ー

を
被
災
地
へ
届
け
ま
す
。 

 

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ

ー
の
申
し
込
み
は
、
申
し
込
み
用

紙
で
大
阪
原
水
協
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

て
頂
く
か
、
又
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
環
境
に
や
さ
し
い
紙
で

綴
じ
る
ホ
ッ
ト
メ
ル
ト
を

採
用 

●
大
豆
を
原
料
と
し
た
植

物
性
イ
ン
ク
を
使
用 

 
●
Ａ
２
判
・
絵
７
枚 

●
頒
価
１
６
５
０
円
（
税

込
）  

※
２
５
本
以
上
送
料
無
料 

お知らせ：  第６３回大阪原水協定期総会の開催 

    日時：１1月２０日（木）  １８：３０～２０：００  場所：社会福祉会館 

２０２６年版いわさきちひろカレンダーの注文を受け付

けています。大阪原水協迄申し込んで下さい！ 
 

 
平
和
の
願
い
を
た
く
し
て 

ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
制
作
が

始
ま
っ
た
当
時
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が

激
化
、
日
本
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反

対
の
声
が
広
が
る
な
か
、
ち
ひ
ろ

さ
ん
の
描
き
下
ろ
し
の
作
品
と
し

て
制
作
さ
れ
た
「
ベ
ト
ナ
ム
の
こ
ど

も
、
わ
た
し
た
ち
の
日
本
の
こ
ど

も
、
世
界
中
の
こ
ど
も
み
ん
な
に

平
和
と
し
あ
わ
せ
を
」
と
大
書
き

さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。 

「
ベ
ト
ナ
ム
に
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
を
く
り
返
さ
せ
る
な
」
と
か
か

げ
た
原
水
爆
禁
止
運
動
の
な
か
で

も
話
題
に
な
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に「
核
兵
器
廃
絶
、
被
爆
者
援
護
連

帯
の
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
い
ま
、
戦
争
や
武
力
紛

争
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
戦
争
も
核

兵
器
も
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界 

２０２６年版表紙「春の花と子どもたち」 

   大阪府社会福祉会館 405号室 

≪講演≫ 講師 西谷 文和（にしたに ふみかず）さん（フリージャーナリスト） 

「パレスチナに平和を築くには」（仮題） 

 なお、当日は 2025年原水爆禁止世界大会に参加された各団体などから報告があります。 

※ 講演会場で、広島の基町高校の高校生が描いた原爆の絵を展示します。 

 

2025年国連軍縮週間記念 

平和のつどい 
10月 24日（金）18時 30分～20時   

 


